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要旨 

日本語のオノマトペは数多いが、就職・日本語能力試験などの実用的な面で役立たないと考えられ

ており、指導・学習に際して軽視されることが多い。意味を理解しただけであまり使わないオノマトペは

忘れやすい。また、留学生が来日してから出会ったオノマトペは辞書で調べないと意味が分からず、し

かも辞書の解説や用例が難しいため、想像しにくい。このような稿者自身の苦い経験が、オノマトペ学

習の改善方法の提案という本研究を志したきっかけである。 

本研究では、在日ベトナム人留学生のオノマトペ学習に対する意識、ニーズについての調査を行っ

た上で、学習者のニーズに応える動画開発への提案を目的とする。本研究の意義は以下の 2 点であ

る。第一に、「言語能力の育成および言語達成感を遂げるには筆記試験の点数を上げるより学習言

語を使う自然なコミュニケーションの育成が重要である」と、学習者に考え直させること、第二に、オノマ

トペを学ぶための動画開発の提案を通して、本研究は視聴覚メディア教材のメリットを改めて明らかに

し、同時に、オノマトペのように特徴的な語群の教育への示唆を与えることである。 

日本語教育におけるオノマトペの先行研究では、秋元（2007）が、オノマトペ学習に対する日本語

教師の考え方を、「初級レベルから基本的なオノマトペを導入していく」立場と、「オノマトペを学習させ

る必要はない」立場に分けているが、稿者は前者の立場に立ち論じる。まず理論的な研究として張

（1989）と坪根他（2001）のように中国人・韓国人学習者の意識についての研究や、三上(2007)の教師

と学習者のオノマトペに対する認識についての研究が挙げられる。さらに、三上(2007)、彭飛（2007）

は外国人学習者向けの有効なオノマトペの指導・学習方法を提案している。次に、実践上の研究とし

て月刊日本語（2007）の「擬声語・擬態語カルタ」、国立国語研究所（2007）の「擬音語・擬態語を楽し

もう」というサイト、藤野他（2005）の「スポーツオノマトペ電子辞典」を選び、本研究の目的と絡めて考

察した。 

調査協力者は全員在日ベトナム人留学生で、所属は大学院、大学、専門学校が各 9名、日本語学

校の上級・中級・初級者が各 9名で、合計 54名であった。調査方法は、アンケート調査である。オノマ

トペに対する意識、学習に対する意欲、動画に対する期待などについて調査し、自由記述欄では協

力者の生の声を集めた。 

調査結果は以下の通りである。1）オノマトペに対する理解度と日本語レベルには関連がある。2）初

級学習者はオノマトペを無意識に学習し、意味の把握があいまいである。3）中上級段階では多種多

様なオノマトペを覚え使うようになる。4）教科書で出現頻度の低いオノマトペは知らないことが多い。5）

新規オノマトペに出会う場面は限定的である。6）よく使用する学習用教材は「辞書・電子辞書」、「主に

解釈と練習問題がある教科書・本」、「意味を主にイラストで説明する教科書・本」である。7）「辞書・電

子辞書」は最も使用されているが、学習効果は最も低い評価であった。8）効果があると評価された教

材は「アニメ・マンガ」、「主に解釈と練習問題がある教科書」であった。9）本研究で提案する視聴覚教

材の「自作動画」は予想より評価が低い。10)調査協力者 54名中、オノマトペ学習用の動画を見たこと

があるものは 4 名のみであった。11）動画開発への期待として、「用法の説明・例がある」「日本語の字

幕がある」「実際によく出会う場面を設定する」「自然な話すスピード」「日本の日常生活の風景を映す」

「登場人物はみな日本人である」が挙げられた。12）70％の学習者はオノマトペの学習は難しいと訴え

たが、98％の回答者はオノマトペを学びたいと答えた。 



- 2 - 

 

第 5 章ではオノマトペを学ぶ既存動画を 3 件取り上げ、概要と特徴を比較・考察する。既存動画の

選択理由は「動画がシリーズとして連続し、ストーリー性があり、学習の継続意欲を促すこと」と「学習目

的の達成のために周到に準備されていること」という 2点であった。3件の動画の長所を参考にしつつ、

同時に問題点の克服法を考慮し、本研究の動画作成への提案に生かすことにした。 

 上述の考察結果に基づき、オノマトペ学習のための動画開発に向けて、次の 4点を提案したい。1）

学習者に日常場面で多用されるオノマトペに気づかせ、興味を持たせ、語感を養い、適切に使用でき

るようにすること（気づきを促し、メタ認知ストラテジー[以下、ST]を活性化）。2）日常生活で遭遇するオ

ノマトペの理解を促進し、在日ベトナム人留学生が留学生活を楽しめ、日本語スピーチ・コミュニティ

ーに主体的に参加できるようにすること（情意 ST、社会的 STの積極的運用）。3）日本語学校において

従来のオノマトペ教材と併用されることで、教材の長所を強め、短所を補完することができること（メタ認

知 ST、補償 STの積極的運用）。4）動画には日本での実際の映像や日常的な談話を取り入れ、ベトナ

ム在住の日本語学習者に留学生活についての具体的なイメージを与えられること（社会的 STの積極

的運用を促進）。上記をふまえて開発した動画を具体例として示した。 

本研究は調査結果に基づいた動画開発の提案に留まった点が限界と言える。今後は「動画作成を

実施すること」および「視聴者のフィードバックを得た上で、改善方法を検討すること」を課題としたい。 
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